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正しく使って上まに節約 
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特にミ主意しでいただきたいこと 

(まをのために必すお巧0<ださい)一1〜3 

使巧する場所- 3 

各部のなまえ -——-4 

•外観図. 4 

•構造図- 4 

使巧前の準備--ち〜6 

♦蘭こんと部品の它ット- 5 

•燃料- 〇 

•お油- 6 

•点乂前の準備と確認-6 

使巧方を-7〜9 

•点义- / 

♦炎の調節 -8 

•消义--8〜9 

巧霞白動消义装置 --9 

曰常のな檢 • ま入れ-10〜11 

定期点檢-- 12 

巧障-異常の見分け方と処置方を-12 

部品交換のしれた -13 

保管（長期間使巧しないとさ） -13 

化げ. 14 

ア フターサー ビス - -14 


難電油別壳 


乾霜泄は細票されていまだん。 . 

乾電撇(學吉お54個をお質い求めください。 
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田特にま意していただきたいこと度をのために 0 ずお守りください) 


このお扱説明書および製品への表示では、製品をま全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害をホ然じ防化するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次のよラになっています。巧容 
をよく理辭しでから本文をお読みください。 


A を険 

A 警告 
A ま意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い I ! 
をすると、人か t 死亡、重傷を負ラ危険！ 
または火災の危模び差し迫っでをじる.! 
ことび想定されるの客を示しでいます。！ 

この表示を無視しで、誤った取り扱い ■： 
をすると、人れ4死亡、重傷を負ラ可能 
性または义がの巧能なび想定される内； 
容を示しでいまず。_ I ： 

この表示を巧視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ巧能性や物 i 
の損害の発ちび想定される巧客を示し i 
でいまず。 



挙衆の例•: 

泌記营献ま焦を鑛薄の客びあること裝祭け該ち鴻を滯 J 
1類の中に就！:飯蘇謹羅巧容 <么の據會は一般! 01) 靖謀歷、 
證の攝賽疑義電注急}が痛かれ t いまを^; 11.111 
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□とを绮プるもがを齊;; 
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攀骑か猶 i 籍险篡が釣蘇驚比巧容（在踏の猜舊は教乂 
;巧：^^熟娘);1^!猫橄隨?：も寺蒙ず左； 


.か驚嵩は轉轉賴おず愚髓密を尝げ毒細硬ず。..；， 
國您申に具蘇の巧指ホ拘豁イ左國巧话替緒のな巧 
為の指巧）:が避かれでい黨ず。 • • 


遊靖険狼 AN © 長 R ) 


ガソリン厳禁 

乃ソリンなど揮発性の高い巧は、絶巧に便巧しないでください。 
乂おの原因になります。 



遊發告麵 AIPN 嗔 
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カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないでください。^ 

乂災の原因じなります。 ^ k~J 

換気必要 A 

換気せすに使用しつブけないで 
ください。酸素び不足ずると、 .,1 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発をしで中毒になるおそれび—"一" 

使用中は必す1關に1〜2回^ tcrPJp 
(1 〜2分）換気しで、新鮮な空 
気を補給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気か>十分におこなえない場所 
では、使巧しないで<ださい。 
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〇 


寝るとを消义 


城义確!8 


寝るときや外出ずるときは、必 
ず肖乂しでください。 

また、人目の居かないところでは、 

使用しないでください。 1 r 讀嫂弈 

不完全燃焼や異常燃焼•乂おの 
おそれがあります。 

消乂の際は、必すしん調節つまみび消乂位置(こちどり、 
乂び消えたことを確かめでください。 


〇 


給油時消火 

給油は、必す消义しでからおこ 〔葱 
なっでください。 ))>Yt 

乂おの原西になります。 

こぼれたの油は、よくふきとっ 
でください。 

油ちれ危険 « 

給油□は確実に閱めでください。 frf ^ 
給ミ由□を下にしで、油ちれがな1^?。、 
いことを確かめでください。 n 

給ミ由□び確実に閉まっていないと、 

簡単じひらいで、乂災の原因になります。 


巧類の乾燥厳禁 二 

巧類などの乾燥には使巧しない 

で/十三さ/、 

巧類が落下しで乂びつき、乂災 
の原因じなります。 


樣害し 



〇 


^ちれを话巧!） 



0 


/0 


やかんのせ禁止 ^ jt / C \ 

やかんやなべなどをのせない J I V 

でくださぃ。 原が r 、ク 

振動や接触によつでやかんや^ 

なべなどの熱湯びこぼれ、や 

けどのおそれびあります。 また 、なべの煮こぼれによ 
つでストーブ巧部の部品び損傷するおそれか> あります。 


1 









































































































么警告雜 arning) 


スプレー吿厳禁 


スプレーちや力たットこんろ巧ボ 
ンべなどをストーブの上や前に放 
置しないでください。熱で生の圧 
力び上びり、爆発し、危険です。 


0 
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可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、 
巧燃性乃スび発生するちの（ベン 
ジン、シンナー、乃ソリン）、ス 
プレーを使巧しないでください。 
义がや故障の原因になります。 


0 



么连意誰 AurriON) 


燃焼中移動禁止 


乂のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれびあります。 

また、転倒すると乂災になるおそ 
れか'あります。 

高電圧にミち意 


0 



点乂時 （ 通電時）に、点义ブラヴからは高 L 
電圧び発生します。点乂プラグ(こ不巧意に 
幽!れないでください。感電ずるおそれびあります 
特に小さいお子様にごミ主意ください。 


A 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など 
異常燃焼を起こしたときは使用し V ^ 
ないでください。 

緊急の場含でをあわでずにしんを Wp 
下げで消乂しでください。 \し 

(凤 8 • 9 ぺ—ジ） 4= 

居室内給油禁止 

給巧は、必す乂の気のないところでおこな 
つでください。义災のおそれびあります。 

変質な油禁止 




Q 

0 


変質なミを（持ち越したな巧など）、ちれた';由 、 VJ 
水の混じっているな油などを使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼やしんび下がらなくなるおそれびあります。 


高ミ届部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部（図の 
ア S 部分）にまなどふれないでくだ 
さ/、 ttr - r * 

やけどのおそれびあります。 ^ 

ルさいおろ様やからだの不自由な 
ちのいるご家庭では、特にを意しでください 



掃除機の排気にま意 

燃焼中に掃隙機の排気などをあ 
でないで < ださい。 

風びあたるとホ火びおたり、異 
常燃焼の原園(こなり危険です。 

分解修理•改造の禁止 


響 




故障、破摸したら、使用しないでください。、 
不完全な修理や改造は危横です。 

お買いホめの販売店に修理を依頼しでくださし、。 




可燃物との距離を離す 

燃えやすいをのや障 
害物とは、必す國に li 

示す拒離をとつで設 
置しでください。 50加若上 

乂災のおそれびあり 

よ 9 0 1 ぃ ml、l J - ， 


た100饥な上.; 


〇 


20加な上 J 


SOcm な上 


かづ。 lOOcrnUU: 〔な ^ 

ほこりの除去 

ほこりを、ときどき除去しでください。 

ごみ、ほこりなどが'つまると、異常燃焼のお 
それびあります。 

次の場所では使用しない 


〇 


乂災や予想しない事故の原因になります。 

•水平でない場所、不安定な場所 ^ 

•風のあたる場所、部屋の出入□や匡が 
•ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた側などの下 
• 巧燃1生乃スの發生する場所またはたまる場所 
♦温室、飼育室など人のいない場所 
♦理•美容室、クリーニング店などスプレーや化等 
薬品を使ラ場所 

•マントルピースなどストーフ'か 1 S われる場所 
•直射曰光のあたる場所 

























. 巧にミま意しでい fc ださたいこと(まをのために必ずお巧 0 ください) 


塑覆急！ iiilfflQN! 

，ミ-.." .. 


純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部記（指定され 
た部記）を使用しでください。 

予想しない事なが発生するおそれびあります。 


正常燃焼の確認 

正常【こ燃焼しでいることを確認し 
で < ださい。 

しんび上びりすぎたり、燃焼筒び 
すれでいたりすると異常燃焼し危 
険です。 


〇 



百常のお手入れ時のま意 

曰常の点検-手入れは必すおこな 
つで < ださい。 

点検*享入れは、スト^ブカすちえ 
でからおこなつでください。 

(が 10- 11ぺージ） 

やけどのおそれびあります。 

保管時にしていただくこと 


1 
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燃焼筒のガラスが割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスび夕けたり、割れで破 
損したままのが態では、絶巧に使用し I 

ないでください。 

異常燃焼したり、すすび発をずるおそれがあり 
ます。 


0 


長期間使巧しないときまたは保管すると 
きは、必すの油を抜いで、乾電池を巧り 
はすしでください。 

傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。 
乂災のおそれがあります。 


廃棄ずるとき 


〇 


ふくが熱に長時間あた S ない ^ 

ストーブに直接長時間あたらないでく Ov 

ださい。低温やけどや脱水症がになる 
おそれびあります。 

おろ様、おを寄り、病気のち、巧ふの號いちなどび 
お使いになる場含は、ストーブの取り扱い、部屋の 
換気、やけど、1ま温やけどや脱か症がなどについで 
周囲の人か> 十分を意しでください。 


ストーブを廃棄姐分するときは、必す給 
油タンク-固定タンク巧の巧油をおさ取 
つでください。0^11ページ） 

なミちや乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの隙 
におわめ事な(こなるおそれびあります。 


運搬ずるとを 

ス I -ーブを達搬する場含は、給ミをタンク • 
固定タンク内のなミをを抜いでください。 
運搬の途中でな油びこぼれで周国をちす 
おそれがあります。 


〇 


SB で 


CE) 


口油の廃棄 

巧油の廃秦処分は、ながをお買い求めになつた販売店じごす目談ください。 


国ほ用ずる場所 


効果的に使用するために 





> 扇風機やサキュレーターなどで室内の空気を巧流させると、より 
朔栗のな暖房びできます。 

^卜細プに®接^ ]1がおた：お話(^よ与建黨ム.でを撫彝以^.?. . 



































































































る巧のなまえ 


mmsm 


タンク室ふた 


点义ボタン- 


キヤビネツト 


ド消乂ボタン 


しん調節つまみ 


給油サイン 




案巧筒リンブ 


しん案巧简 


しん案の筒 
パツキン 


しん巧之 


フック 


電鄉 クース 


電源リード線 
コネクタ—— 
固定タンク- 







fiwi 






点乂プラヴ 
喜任コード 


点乂装逼 


電極板 


-オイルピン 

-油受けざら 

-ふりこ 

-お巧サインを具 

巧展 S 動消乂装置 
7イク□スイツチ 


謹 


X ；-.： •：(! . V ；:：：：ミ：： •. ：：： 

点乂プラグ 



燃焼筒 



ガラスが筒 


外筒ベース 


燃焼筒つまみ 


一給巧 □ 

才""プン 
つまみ 

一油量計 


給'ぶタンク 


X お二お乾電お(別売)4個を使用します。 



































圓ほ用前のを備 


開こんと部品のセット 


1♦包装巧からストーブを出ず 

•包装箱からストーブを取りおしでくださし、。 
•方ードをとめでいるテープをはすしで、方 
ードを開いでください。 

参燃焼窟巧えをはすしでください。 

•タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはす 
しでください。 

♦每藝お、.タンク巧え、燃焼簡巧えはストー•ブの 
苦煤曾に化襄です。-..;- 

また、!.取扳歸强きち寂れずにお富しでぐだす C 4 


タンク巧え^7^ 
(段ポ-ル） 



燃焼筒巧え 

>無 


2•燃焼筒をじットずる 

•燃焼筒を t ットしたら、 
ガードをちとどおりに取 
り1すけでください。 

•燃焼筒つまみを在ち(こ動 
かしで、しん案巧筒に圧 
しくずわつでいることを 
礎認しでください。 



3•お覃泡(お二お4個）をたツトする 

参乾電池は別売です。 

•同じ種類の新しい単二形乾電池を 4 個用意し 
でくださし、。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池と 
ちい乾電池を組みをわせで使巧しますと、液 
をれや破裂のおそれびありまず。 

•シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換し 

► でください。消耗した乾電池を使巧ずると、 
点火しにくい揚合わ< あります。 

参後側にある電池クースじ、乾電ミ也を電池ケー 
スの絵のち向に合わせで正しくじットしでく 
ださい。 



燃料は必すな巧 ( J ほ1号な油)を使巧しで < ださい。 

春 I A 危険 I ガソリンなどの揮発化の高い油はお巧に使巧しないでください。乂災の原因になります。 

♦ I 么を意 I 変質口'巧、不锦なな、港れた5¢、水の混じっているな油などはお巧に使巧しないでください。 

参添加剖や肋燃剤などは使巧しないでください。 

• な油は必す乂気-雨水*ごみ • 高溫および直射曰光をさけた揚所に保管しでください。 


変質な满，不純好油とは • 


指ホに燃料をつけ、意をふきかけ巧シースシよ I 房期间曰化に I 容器のふたが I 水-ごみや巧 I •極度に変質したち 


すす 

(义の気のない巧でおこなつで < ださい。） 


り持ち越しの 
巧 a 




0 


あたる巧や溫開けであったり、 
度の高い所に乳白色のポリ 
保爸した打な容器で保管し 
た。巧 


な油は 
めれたまま 


巧ソリンは 
ずぐをく 






0 

\% 


0 

殺 


巧なパの巧び 
ほんのねすか 
でち'混入した 
口油ィ 





水•ごみ‘巧 V リン‘ 
■液•み極巧- 
でんぶら 巧… 


のは、黄色味びか 
ったり、すっぱい 
(こおいがします。 

•必すな泣巧のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•な a はシースン中 
に使いさ0ましよラ。 


«変質灯禮ゃ不純!な逸を使用ずると，" 

參 a の趕度にあよりますび、1日 〜’I '.一一一か产い歷11111パ第 1 糸 

. 30 日のご儘相で、.し先錦(驟 1). • / 一 nLfc 

-または第1糸と無2糸您閣(慰 2)' I - if { lif ミ^かたい 

にカーがンや夕^ルが巧着し、そ.：1 ；固 第2糸 

の部がをな？たくなると同踪(こ屬く - <度 13) 

なっで、スピード消がボタンを抑. 

したり、鄉預貸»消が裳置が带動，、’ 

しでを、んが T がらず消火しな杉 S ことがありまず。 

♦点义しなかったな、•滿义に時間がかかったりしまず。 

*潇熱ムラがおたび、燃焼簡が庭くな0、热しいにおしがしだ異帶懒鱗 
し "fw りホず 

•給油タンクにな雜び残七でいでも火方がかすくなったり、しおがすがるな 
/なっ户りし于す 

♦扁乂しでから常を燃繞まで瞬禪がかかむまず > > 

♦給巧タンクや挺をタンクび腐食ずる原困になり’隶す。 . 


I 巧一変賓紙宙やで純知ミ脈 

::攘销したとをは •" 

接灌•観定タンク巧巧な滋を按蠻、き 
れいな巧油でを〜3轉魏つでから废巧 
しでくだまい。 ■ • ： • 

滿い雜も嘴!つでいると再発し兼ず a) • 

( 邸11ぺ謝訓 

しんの爭みれをしでください。 

(邸;11ぺ—ジ3 

しん巧妻入れをしで=5魏累巧ないと葬 
Iましん卷巧撰しでくだをい。 

し A/ の巧媽揉お揖い巧為)の臘壳活またな、 
3 □ ホお霉搬ごお謀鞍 a に或灑お< だ 


変巧巧猫、不編幻•巧が騰類巧備瑣を依巧菊れたときが、お班巧«擎券おが祗巧綠象がとなりまず。 
毀質の溢の処理でお與〇曲城综は、な油をお巧いおめのお茹逆にご推燃ください。. 


5 








A 警告 I 給油は必す消乂しでから乂の気のないところでおこなつでください。 


® あける 


1•お巧タンクを取0出し、給巧□を閲< 

•タンク室ふたを開いで給ミ由タンクを取り化し、才ープンつまみを強く引い 
で、給油□を開いでください。 


•燃烧かは絶巧に繪油タンクを取り;おさ碟いでくだきい。 


①強く引く 


■■オーブンつまみ 


>給油タンクは、;ぶ^けたり落としたり U ないよう 

さし、。.： i : : in 


/ \ 

C 〇 


適墨 


おく巧す 



でし、お;いに取りあつでぐだ 


2* 給巧する 

♦市販の給ミをポンプなどを使巧しで、油量計を見ながら給油しでください。 
•ミを量計の 〔 t >〕 位置まで黒色に変わったら、給'逆をやめでください。 


>給油曰に妇を挪えで変おざせたり衝撃などを受けで 
変形しますと V 油ちれや繪灌□び窠をに閱まらない 
原因になりますので、変おさせないでぐだ道い e ; 


力 . をり D を寒 ) 



3•おが□を閉める 

• I 么警告 f 給®巧は、確実に f パすシ II と音がずるま 
で图の佳租を強;く押しでください。 

給油□をてにしち；、巧ちれびないことを擔かめでかを^;給; 
油タンクをタンク S に正しぐじットしでくだざい/: 

• 警告 I ;給油口び提実に閒まづでいないと嚮樂に 
開いで^ 乂災巧原®になりまず。 

-•こぼれた巧姓はよくふきとってくださし心 



廳壓顔)擊 f 麵 


が平な場所に設置給巧タンクのたツト 



•ストーブは、水平でま定 •給ミ苗タンクを正しく静 
のよい床の上に設置しで かに入れでください。 

ください。 

♦傾斜した揚巧や振動め激 
^ 抗場所で使巧ずると、 

異萬臘協や巧震自動消义 
装霞の誤作動の原因にな 
りまず。 


燃焼筒のすわり巧訪巧漂自動消义装置の t ット 



参燃焼筒のつまみを持つ 
で左ちじ2〜3◎動か 
しで、しん案内筒に正 
しくすわつでいるかを 
確かめでください。 


L_J 

•しん調節つまみをち（燃焼）ち向にゆ 
つくりとまるまでまねすことにより白 
動のにじジトされます。 

♦しん調節つ^みをまわ讚とき r カチカチ J と 
富びしで重い妨は、調麗呂動消.乂裝置び白. 
動腳こじッ;卜されでいるためです。；-- 
♦一度た、ソト适れまずと、:しん調節(ま超く、; 
音ちなくなり;ま：第占：；;； ：；， . : . 


国齢由ずるとをのめやず（給油サインで構認してくださし、。) 


麵ご使馬ホ、給油タンク肉め巧猫びかなくなる 
とすおなサイン J で給組のを告をしまず 6 . 

:ぃ r 給油ザイン J の r 給油 J があできたら、 f 給油 
:の手順とま意 J にしたがつで給油しでぐださし心 
^ 約 1 ; 〜 2 時間で給な资ンク巧のな油びなくな 
与りまず。 



















B 使用方法 


点乂 


■電池点义のしかた 


1•しん拥節つまみをまわし、点义ボタンを巧ず 

•しん調節つまみをち（燃焼）ち巧にゆっくりとまるまでまわし、 
しんをいっぱいじ上げでください。 

(しん調節つまみの突起び真上 r 点乂位置」じなります。） 

参点乂ボタンを程く巧しでください。 

ピ^といラ放電音びしで点乂します。 

参点乂を確認したら、点乂ボタンから静かに指をはなしでくださ 
い。 


;!参^^絮聲每臀棄巧起罐1|奪轉微變義、;,'義难|>韻稠|^;嫣廷が 

索す。;：：：：:1::ミ；；:- i ： ：：11!： ■；： 1：：： iHKH ! : .M 

薄璋豐巧 PI 羅郵蔚觸髓蠻離制端霞網薛調酸勢扛带 
；：；：• 受绮技基如寧指濤辦術難#野！ ■« 鶴 

.. :;•: 1 - : y 1：;•: ::11：；; ■::: lr ：： i ： 部.;;; I ‘ 


2•が焼筒のすわ〇巧盈 I 



•燃焼筒のつまみを持って、左ちに2〜3◎動かしで、しん案の 
筒に圧しくすわっでいるかを確力、めでください。 


::■: ，:• •， • :•、：！ ミ‘：::ミ：：： =■ 、 •：：ミ：，ミミ： j ミミ:二:ミ，，•ミ：;‘，:ミ;: 

H A ま意 I 論擁街が亞し:璋ず穀 b ミ诚、な U 播 JHU 證島腦 
:处を皆^け霉巧籍絲鱗レまず J ず穿がけ電驚纏鸯 ! ik 1: 

li . L ^ を量 J 慷お巧な砂豪獲曠黨ち膜》おザとが踩ぶ|:潛赫 R 
雌麵載が親解 qs う;でい蒲.すの寶、•蘇おながよ淵養鷄靖^誓 i 

V ：- ::. M . :::ニニ： .；：- ;こ.；；： ,；；:づ" -•-： 1；. ..：： ■ミ：：ミ；；..：ミ：：ミ：.：：：一;こ..ご：.二：二: 

:、/心むレ！6 . . „ K L II ；: 


•しん、点义プラグ(電極やその周固)および電極板(先端部)び力 
ーボンやタールでちれでくると点火し(こくくなります。しんの 
手入れや掃踪をおこなつでください。（1：^11ぺ^ジ） 
•しんの寺入れや掃陈をおこなつでち点乂しにくい場台は、乾電 
池び消耗しでいる可能巧びあります。同じ種類の新しい単こお 



乾電池4個と交換しでください。（[:^5ページ） 

■マッチ点义のしかた（電池点义び使えないとき) 

1.ガードを閲いでください。 

2 . しん調節つまみをち（燃焼）ち巧にゆっくりとまるまでまわし、しん 

をいっぱいに上げでください。 

3 .燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマッチで点乂しでください。 

4 .燃焼窟をしん案の筒の上に静かに戻しでください。 



5 .燃焼簡つまみを持って左をに2〜3◎動かし、燃焼筒のすわりを確かめでください。 


6.ガードを間めでください。 


:» マかず巧がをが谦を ^^ ん馈近約 | 璋规1： . に11が謀お觸 < だぎい： >;:; 衛お雜棘が擒掛11 ^ おり * お雖 ; i: 

ミ ぶ牺おが洗結!^!!一 IjliilKll 靈 ^ 皆， 

. I ;ぷ で*ホ斟の鮮切心!ホ y を 9 ，: III Hi ；i; :!. 

，：：：ミこ. • ::：* •!：： ::•- ：?;： .ミ：：三；：..；；； ：；；：.；；；： :;:* -•た；；..；；； •••；； :;:; :;: ...... •• :•: •:. : • rr '：!：: 5；;: :：!:。じ：：：:•:ミ ；：；： r : .azzz :ミミご*!ミ：こ ••!： :•:::ミ：..：ミ；::; :•ご.ミ：： •？ ミご：!：： 











































































































































炎の調節 



数 ” 


がの調節はしん調節つまみでおこないます。 

•おやホ熱のが態を見なびら しんの下げすぎ や しんの上げす ぎの状態に 
ならないよラに調節しでください。 


P ： : も;調節ごまみ 

:し結:：.;^. 

. : • • . • •• • • 、 • V ' 、 

•- : :; J ': 带：；； 

ろ（燃 烧）方向にまねす 

上がる 

伸びる 

t ち（消火位置）ち巧にまねす 

下がる 

小さ<なる J 


11111 Mai 


♦煮炎綾 1 S -20 姑たって: V 部福的な％の巧びや、燃焼;筒巧肅熱 L 奇教でるときは、:;機焼筒つまがな持っで在掛ご驛く S 心: 
::を P 動が U でくだを於をれ巧をおが1串びできたら、しお調節つまみをを(消火位霞於向へまね t で;;巧レいおのがお£轉 
I 節ムでご健巧ください 。 r > .. : . 

•痛火緩ぞのまま放っておくと;レんの上 I 巧ぎのように炎が伸球で、すすや一酸化炭素が発まず苗這をがおりまず。 

またVムかの下 I 巧ぎのよクに燃擦筒の祇熟び不足;心でいる状態语燃條しますと^縣鶴富(ポッ齡ジ ;) やにおい變化厳 ; 
:素が舞莖ずる；ばかりでなたしんにカーボンび巧這以し/V謂節ち重くなります。このようなと彎時の柔みれ舊皆で 
:'くだをい，ィ節 .11 ぺ-ジ): ...；i . ：ii 

♦段んを呆け於狀辕禄を急熱にしん調節つまみをち(燃焼)ちち)ベまわすと、^時的じ讓が傅びでにがいや黒煙びでることが 
:しお調鋪つま游をち(燃焼)巧巧へまわすと孰も冀を見ながらゆっくり攘佑し:でください。 

参換気扇> 垣真薇加绩藉なだを使南すると、載げビシク毎になるごとびありますが、異靠たはあなま世ん。 


■通常消义のしかた 


お义スご - ド常 *; ¢11 
□ □ 


巧席^ •■» 点乂巧 I 



•しん調節つまみをを(お义位置)ち巧にまねす 

• しん調節つまみを左 （ 消乂巧置）ち巧にゆっくりとまるまでま 
わしで、しんをいっぱいじ下びで消火しでください。 

(しん調節つまみの突起び「消乂位置」になります。） 


>スト■^ブをがしたりしで消!^じなけをぐだをい。； 

に〜ちが程度で消义します。；. 

んか調節つまみを草く违わ; U なときや,か火舞で使用でかる城增 
火は.、おが一瞬伸びることがおりますので^篆ががびないよ:奇ゆつ 
くり素むしで難义 U でくだをい。；；; N : ; 


2•消义の巧掘をずる 

•必す消乂の確認をしでください。 








































5 . 德用ち法 


■スピード消义のしかた(緊急時の消义方法） 

しん調節つまみで消义することのできない緊急時にだけ使巧しでください。 

- — :1•スピード消义ポタンを巧す 

•巧震自動消乂装置; y 作動し、しんび下がります。 

(しん調節つまみの突起が「消义位置」に戻ります。） 

• しん撫骑み纖换 mikkmw に房4なし、ときお mi 
巧掉胃幹 P 类與卷 fpi 譜、を寮 y で消乂しでくだ華岡,;;ぶふ 
參谭韓1轉こ5らベで、^.消'义時のち柳如鐘くなりまず。 

摩灣離薄念とでしんの上部お;為ールなどが多く巧蒼しでいる it 
スピ rt 麟背火ポタンを巧し君裝ム从が寅をに下かりきらなし\ん知 
離 la 驾卖みの突起が T 消勢極震をない)で消乂しいことが 

お to 靠:球。.：’.! hU ! [ミ! H ; 出 r 1 

::こ據决薄なときはし衙季入れを.しでくだまい。（が11ページ）： 



突起 


2•消义の巧現[をする 

•必す消义の確認をしでください。 


消义しない（しん調節つまみの突起び「消乂位置」に戻6ない)ときは… 


しん調節つまみをまわしでち、スピード消乂ボタンを巧しでち、しんび下がらす消乂しないときは給油タンク 
をおり出し、火び消えるまで燃腐させでください。 

このよラなときは、お買い求めの販売店または、コ□ナお客様ご相談窓□じごホ目談ください。 


消乂後再点乂ずるとをは… 


消乂後すぐに再点乂すると燃焼筒の温度が高くで、点义しなかったり、においがします。燃焼筒びちえるまで、 

5分位待っでから点义しでください。 

V _ / 


画巧震自動消义装置 

強い地震や振動、衝擊を受けたときは巧震自動消乂装置び作動しで有動的に消火します。 

しん調節つまみをち(燃焼)方巧にゆっくりとまるまでまわすことにより自動のにたットされます。 
你6ぺージ） 

参対麗旨》顧火裝屢は、 J ほじ定がられた 1 QQ 〜200巧ルが li 勤により作勤するよ今(こ誦整しであります。したがって 
•’ご使思中における號い哲常•的な振獄、觀斜管は惟動し牽括ん。"：： ... 

参変費な迪據どでしん然 J ：部にク-^(レなどが麥く巧慧しでいると、絲讓資瓣韻义裝養が作動しでをしんが完華 C 下が 
りきをないで消炎しないことがあります。このようなた謗はしん瓣みれをしでください。（卸りぺージ）; .. ； • ： 

參雄震 I こよっで作動した爆含な、轉類ぶ巧燃物、ストーブの摸傷、な曲のおぶれなど寶错がないことを禮認したあと、； 
泻献にく織し、.： 













































参燃元力、すなどを取り除く。 
• 揉つれをのる。 


燃えかす 



■•ほつれ 


感震部、ホ動部を点検する。 

燃焼筒と給油タンクを巧り出し、しん調節つまみをあいたあと、 
キャビネットの左ろ側面(下部)の止めねじ4本と操作部中央 
の止めねじ1本をはずし、キヤビネツトを前方に約45=傾け、 
そのまま引さ巧いでください。 


>やわらかい巧で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 


キヤビネ、ツトのはすし力たは、 
上記が動具含の処置ちま參照。 


ぶく ,‘ 1 感 M 部， . ぃ'ノふりこ 


♦ しんの手入れをする。 （ 11ページ） 

♦効果のない場含は、しんを交換する。 

(お買い求めの販売店または、おおくのコ日ナお客様ご相談窓 □ 
にごホ目談ください。） 


♦パッキンに、のび、のれ、ひびなどが入つでいた揚含は交換する。 
(お貫い巧めの販売店または、お巧くのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にごホ目談ください。） 


♦燃まかすなどび落ちでいないか。 
♦ほつれでいないか。 


r た動員を I 

•乾電巧を巧いで、しんを上げ、置台の左 
側を前後に強く動かしたとき、巧震自動 
消义装置び作動しで、しんび最後まで確 
実にてがるか。 


烏震部(ふりこ、ベースバ 
•ごみ、異物、ほこりなどかで f 着しでいな 
いか。 


f 作動部（しんり 
• しんの上下はスムーブか。 
•タールの巧着はないか。 


•のびたり、のれたり、傷んでひびび入つ 
でいない力、。 


しんの点义部 


期霞宮動繼乂装屢 

I 捕檢時は'なずお巧巡 
ち街し)でください 


しん案的筒パ、シ丰ン 



巧 

1 

m 


点火プラグ 
孽 極 


♦点义ブラグの電極やその闻圓あるいは電 
極板が、力ーボンやタールでちれでいな 
いか。 

(点乂不良の原因になります。） 


カーボンやタール 



参燃焼筒をはすし、©ドライバ- 
タールなどを取り瞭く。 

♦巧巧や巧顿おを変おさせ 
ないでください。巧おし 
た巧をは、お頁い求めの 
販売店に格理を巧巧しで 
ください。 

♦しんをほつれさせないで 
ぐださい。 


のホやブラシなどでカーボンや 
—〈点义部の関巧なま因〉、 


/しん 
しん案巧茵 


life 


1 mm 


点乂ブラグ 
逗侦 



1 mm 


しん寨巧筒 


♦たし 、らの部分に燃えかすなどびたまつで 
いなし、か。 

燃えかすなどか‘たまると燃焼筒のすね 
0を悪くしで、燃掠を阻害することか> 
あります。 


>燃焼筒をはすし、0ドライバー 
の巧で燃えかすな どを取 り除く。 

• しんの先衞をしん案の筒めた 
し1らの部分にちわせ、燃えか 
すがみぞに落ちないよラに注 
意しでぐださい。 


e ドライバ ^ 
たいらの部分 



使 

用 

を 

と 


爲お箇所 


畳 


替 


給趣タンク 


外 

觀 


キャビネット、反射 
お、覆お、曇台など 


天 


が 


スド^ブの固阻 


乾電池 


途 


点横ずる巧容 


参ミ宙もれ-油のたまりや油のじじみがない 
か。 


•ほこりや巧れびないか。 


•化繊などのほこりび焼きついでいないか。 
•白っぽく変をしでいないか。 


•巧燃物びないか。 


►点义しにくくなった0、点义時の「ビー」 
といラ放電音びかすれたり、とぎれるこ 
とびないか。 


処置方法 


♦油のたまりや、油のにじみはふきとる。 

•巧をれのある巧をお；お貫い求めの版黄巧に修理を巧頼しでく 

ださい 。；^.:::::'‘;；.‘ 


•ブラシややわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 


んめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 
>しめらせたやわらかい巧でふさとる。 


•圍迎を整理•清掃し、可燃物は取り除く。 


>同じ種類の新しい乾電池(単二お4個)と交換ずる。 


点火時(搔電時)に、点乂プラヴからは高霉压が発をします。点乂ブラヴに不巧意に蛾れないでください 6 
感電ずるおそれがありまず。お樣 I 妻入れを讓るとぎは、必す舊電紙をはずしでかろおこなつでくだまい 9 ; 


圓曰常の点巧•手入れ 

点お•ま入れは、お义をストーブび十分冷えでから、おこなつでください。 

;♦巧震島動消火装置を發焼したり、ミ由でふいたりしなむで:ください。; 

;♦ む成の標華おで法は lOmm です。は)つたり、援ぐち I 寒出した:りしないでぐださレお::: 

:♦じ瓜案巧筒•給迪女ジク^燃焼筒は変おさせないで:ください。また燃縣積を麓としで、.ガラスを割つたり;しないで; 

ください。..；^^;.!^.;..:. ミ.。；： '''';;;::;:;ミ 量 ： 真中 .. ^ / 


巧を回 2为月に1回ち1回しん交換時 


10 






















7«呂常の点巧•手入れ 


藝宙タンク巧(給油タンタ•固霉タンク)礎繁勘の由やず純好油を狼り腺ぐとまは:.;< 

処面方恣（火の巧のないとこ凌でおこなってく控をい。）^ 

1.スピード消乂ボ多ンを巧しで、.舞籍阜勸消火装屢を作誰ぎおでくだミし;、;;.;; 

2 •燃焼歸と籍雜タンクを取りおし、自 i : し鼓顧譚〇葉みを辕がたおと、，キぉピネットの茲を測爾（下部）の止めねじ进乘; 

と操作部单获の比始なじ！本を|まず||：^,;:率:ャピネッ K 搔脯巧に約.45^傾<寸、；そのま衆到ぎ抜いでください。 

3 . オイルピンを敢〇おしで:、.窗定クン资巧错な油.を図鴻ぶ劈じしで振券:;1 

. 职0、葦れいな巧油を 2^.3 固說っで<だをい。:；:: . 

; 4;絶愛けミちの踪だたず.っをいる氷やなみ城必す巧蠢的なぶ寒玻っでく!;;;;. ;|!結が！(占み蓋 
: . .ださぃ。 .i .. : •: :M •’ 

= 5. すイをもと.だおりピンか棄 d 或ぐ上を巧くよう段敏巧巧(がく S ;: 

‘， だまい; J ; 1 : M ;1;‘ .:‘ 1： 、 ミ；.;，1; 

6 •給油タンク掷おきれがな! KJ 油で辨い J 帯質の巧述に巧撰心でください4 :: 

しんの爭入れおあねせでおこなづでぐ難さい。：（論11ベ-ジ ) u 


すイルピン 



しんの点検•手入れ（月1回) 


■変質な油や不純好ミ由などでしんの上部にカーボンやタールび付着し、す具合が生じた 
とき（廣^ 5ページ）は、しんの手入れをしてください。 


しんのま入れをするときは、風のあたらない揚所でおこなつでください。風があたると巧乂び出たり、 
異常燃焼の原因じなり危換です。また、しんの寺入れ中はにおいびしまずので換気をしでください。 



1•給なタンクを取0化す 

•タンク室から給油タンクを取り出しでください。 


2•点义巧巧をする 

•しん調節つまみをち(燃焼)ち向にゆっくりとまるまでまわ 
し、しんをいっぱいに上げたあと点乂ボタンを輕く巧し 
で点乂しでください 

•正しいおのが態で燃焼させでください。 （ C ^8 ページ） 

3•そのままな油びなくなつで、义力びルさくな 
るまで巧 g する 

4•义力びかさくなったらしんをいっぱいに上げ、 
お义ずるまでが焼させる 


參レ故ががたくなつて:し>煮と:葦は 1 ：お:觸巧爭入れな 2 r ^3 il おご；®つで《挺费い。 U . r ； r：Mi 

♦( i 知礙爭みれ後の•ご傍賴(まと!レ細を爭塞すまででば它細6繪絶勢シク濟な^^|-じ、!!;雖ザな1：待っち以化に+5^釋觀1 

ii ：' :;しがこ計^聲 il ：|ミをが； U 璋をまな曼吗 i ち ii 点义ずるぶ!雖¢|：本}巧|是^春 i | ibi ^ l ^备 iS | M 論^|<争:与 

■次のようなときは新ししんんと交換してください。（厮13ぺージ） 

参しんの手入れをおこなっでもカーボンやタールがとれす、効果びないとき。 

•しんび水を含んでしまい、しんの上下操作び重くなったと寒。 

•しんの上部カタ肖耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっでいるとき。 

■しんについて 

参このストーブのしんは着义しやすいよラに点乂部にの欠きびあります。 

•切欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 

V_ J 















































回定期点巧 


長期間ご使用になりますと、おおの点巧が必夏です。 

2巧に1回程度、シーズン終了をなどにお買い求めの販売店または、修理資を畜〔(財）曰本石油燃焼機器 
保守協含 ( TE し 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習舍修了者（ち油機器按術管理±)など）のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

n 福をご使用の石ミ巧スお呼或患おをぜひ ! Hi 

因 


•姐もれがする。 

•炎び不安定でススや黒煙び化る。 

•器具を強くゆすつでち炎び消えない。 

参焦げるよラなにおいや目びチカチカずる。 
•その他の異薦や故障びある。 


!;ご使用中！]: 

故障や事故の防止のため必す 
販売店(こご連絡 < ださい。 
点検‘修理(こついでのご費用 
など詳しいことは販売店じご 
相談 < ださい。 


国が障 • 異常の見分け方と処置方ま 


•巧の表にちとづいで、お確かめください。 

•処置ち法により処置しでも良くならないとさは、お買いずめの販売店にご相談ください。 
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処置 ち法 = : 

' :: ...：：■•：*： 

:' ... :' :: .. ... : 

.；• .. f :. 

■* ■ :三."■■.•一 . 

去三：こ-■一一 :； ；：■ ■- - . ：■ - •■- •- -i 

.，； ；• . ；• ：：::: 
ミ；：こ-. .... -； .： .•: .. •• 

:- .：• : ; r .- 1 

..参 

i 瞄！ 

が： 

ぺ 

K 1 
ジ: 

給油タンク I こな雜がない 

参 

• • 


• 





•: 

給袖する ； 6 

が、変賣巧油、巧純猫油が混 A で 

• 

• 

参 

• 

• 

• 

• 

• 


• 

• 

• 

給ミ曲タンク、固定タンク内のミをを 
おき、きれいな巧'ぶで洗い、しん 
ち交換する 

11.13 

しんに十分な莊がしみこまながラち! 
J ： 谋义した;； 

• 

• 


• 


• 






• 

給油後はしんを下げで20分む上待 
ち、しんに十分な油びしみこんでか 
ら点乂する 

7 

:しんが瓶を； i M 



• 

参 

• 








正しい炎の状態じなるよラにしん 
を調節する 

8 

しもみすげす達：^ 


• 


• 


参 







韻解窗がねり臟ぃ 



• 

• 

参 








燃焼筒つまみを左ちに動かしですわ 
りをなおす 

7 

間閔挺锁つ;た部屋で使巧しでいる 

• 


参 

• 





窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

非おじ夕 T ル皆衙章扛ていを 

• • 

• 

• 

参 

• 

• ：• 


• 

[しんのを入れ」をする 

11 

爲乂づ5クの笔極吩擎極祗巧港れ： • ; 
変形 

• 









ミ号れは掃除、変开ミは販売店に依頼し 
で修理する 

10 

;愚火装霞のコネクタホ晨狂コ;与;ドが 

がれでぃる ;： i ;i ; 

参 










正しく差し込むまたは、販売店に 
依頼しですぐ修理する 

— 

:乾電池が正しくみっていなし、:消耗 
しでがる； 

参^ 











©©を正しく入れる 
がしい乾電池と交換する 

5 

^燃擦簡め変形， W 瘍:; 


♦ 

参 

参 

• 

• 







新しい部品と交換する 

13 

:風、振®を空巧でいる ；： 


• 

• 

• 

• 

• 



• 




風の当たらない場所で使巧する 
振動を受けないよラにする 

2 

しん上す轉構が故輕しでいる 

• 






• 

• 


• 



販売店に依頼しですぐ修理ずる 

— 

給迪夕::/安がみっ芒いないまたは、 

確案に入なでし敬い M 











• 


給ミ由タンクを確実に入れる 

6 

巧震資動消が^裝覆が被障以でいる 








• 




販売店に依頼しですぐ修理ずる 

J 


•燃焼中や消乂後に、ときどき「ポコンポコン」といラ音びしまずび、これは給ミ宙タンクから固定タンクへなミをび流おず 
るときの音で異常ではありません。 
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燃焼筒の乃ラスび割れたとさ 
お買い求めの販売店または、 
くのコ□ナお客様ごホ目談窓 □ 
相談 < ださい。 


し/ V (巧魏撫は、お賃い求めの祗爺摇津松城、:..おおく巧.：！！ n コナお巻粮を錦 
談譚口吟瓣攀這れることをおすずめ！^靠鄭。 . 

しが;は職す模囊に貪格.または鑛麵聋 fj 掉扮〇ナ規 I 杉 ife : SX - e 350 YJ 
(ちみマ^ク巧）をで使用ください。.‘..-‘;‘：. 

譚霉に適黃しないし知を:粗謬な.. II 辦街睹詢し兼ず穀 、1 i . 链能を十分搪凑 
で赛蘇むなかりを操ぐ火雖令中義か慮雜置鍊政黨す: i . G ; 1! 

已 to 攀碟巧法は；;替し糾こ商た:ん如 f 想離燃焼微藉齡 A / 取披說游裹 ; J 
にしたがって < ださい。， •. 


点乂プラヴ • 電極板の交換は、お買い 
すめの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□(こごホ目談ください。 


乾電池を交換すると妾は、必す同 
じ種類の新しい単二お乾電泡を4 
個使巧しで < ださい。 

(咸5ページ） 


团保管 


おしまいになるとさは、曰常の点侯•手入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 




晒が品な巧のしかた 
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11 仕様 


「型: i 記の浦:;び; 

:; SX - E 31 PY 邊本型す iSX - 巨350が ；；;;；；;;; i : ミ 

達；;：；；類; 

しん式-放射お 

点；おち;；式 

高库放電点乂 <単二形乾電池 (1.5 V ) 4個〉 

僅展 n 辦：緋 

灯油 （ JS 1号なミ由） 

M m :消費裏 

0.364 L/h 

:暖；虜述巧 

3.74 kW 

:逆ぶシク;容量 

4.0 L 

撫聽職編騰間 約 11.0 時間 

標 H 寧;; 

、巧ホ 木 造 16.5 が （10 置)まで 

谭;;;至 コンクリート21.5が (13 畳)まで 

夕冰；形; 

舞:港 

高さ SlOrnm 幅 452 mfn 奥行3 14 mm 
(置台を含む） 

.墳 r 震— 

8.4 kg 

J ：； :: '''.し;:''‘ 

淫;類 

普通筒しん 

M / ■ ■ nj 

:轉寸法 

闲径 75 mfn 層さ 2.8 mni 

读;；を; M 讀;層 

巧震自動消乂装置 J 


X 乾電池は別売です。同じ種類の新しい単二お乾電池を4個巧意しでください。 


圓アフターサービス 


保証について 


♦このコ□ナ扫ミ由ストーブにはお f 正書びついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店ち」などの記入をお確かめのラえ、販売底からお受けとりになり、大祝(こ保管しでください。 
•保証期間はお買いあげいただいた曰から1を間です。 

•巧のような原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでミ主意しでください。 

• 変質な'巧や不純な油など、またなミ苗む外の燃料使用(こよる故障や事故。 

#誤った使苗ちまによる故障や事故。 


f 度理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分けちと処置ち法」 （1^12 ページ）の項じしたびつで調べでち良くならないときは、 
お賢い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

こ墨 S の呼び t 保証書をごらんください。 

•お買いあげ曰 

•故障がお（でさるだけ員化的にご連絡ください。） 

♦ ご住所-ご氏名-お電話番号 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたがつで無料修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコ□ナお客様ごホ目談窓□にお問い含ねせく 
ださい。 


漏保証期間が唯ぎているとまは — 

す"♦お買い巧がめ瓣売睡にご相談ください。修理にようで德巧できる製滿についではお客様のご髮望によ哎有翻眞理いたおまず。.^ 

• II 修巧性能部品0^保苔期間 

: *5 おスト^ブの靖修恐隹能部湿（機能を維特ずるために必要な部掃）0馬育期閣は製造打ち擠り銜6請でず^;; 

圓讓娃に违をむるとをは；^; 

♦输違時や運搬時に挺ミをタンク•窗定女ンク細こな迪び巧ったままでずた；;傾をや振動で I 灯涵びこぼれることがあ貨ま或ので、; 
::魁ず抜き取つでください。. :- . ■: ::- 
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兰条巿索新保 7-7 干 955-85 10 TEL (0256)32-2 111 ( 大げ表) 

巧崎市まお2-日8 千 945-0817 TEL {0257)23-5 175(げ表〉 

長岡お下みの着ノ浦1069干 940- り46 T 巨 L (0258)22-2 121 ( 巧表） 


52603002 


お客様ご相談窓口 ~覧表 

修理サービスや製品じついでのごホ目談は機種名をご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼くださし、。 

ご®居やご贈爸品などでお困りの摄舍は、下記のおおくの窓□にご相談ください。 

咨称、所在地、電話番号は、変更する場含力 《 ありますのでご3承ください。 


一 


難 

圓 








札民ヴービス看ンター 


青 巧 支店 
胃巧サービスセンター 
が 田 営業所 
〕□ナむトラルサ-ビス腑糊 
M 口 営業所 
お前営業所 
盛岡営業所 
] □けン、ラルサ-ピス ㈱ 齡 
が巧営業所 

祉 台 支 店 
宮城コ□ナメンテナンス(な） 
郡山営業 m 
コ□ナメン巧ンス福島が） 
(有)コ□ナメンテナンス会澤 
山お営崇巧 
コ□ナメンテナンス山粉 ㈱ 
圧两営業所 

まを る 店 
まをサービスじンター 
水戸営業巧 
千莫営業巧 
大夏営榮巧 
つくば営業所 

横 おを 店 
コ□ナテクニカルサー こ‘ ス(巧） 
立川営業巧 
コ□ナテクニカルサービス(巧） 
甲的営業所 
コ曰ナテクニカルサービス(巧 J 

高 晒る 店 
〕0ナテクこか W - ピス臘 
宇都宮含業巧 
〕□ナテクニカルサ-ビス ㈱ 
义西営業所 

お爲 支店 
云を サー ビスたン ター 
お爲索兽業巧 
長野営業巧 
(巧}コ D ナテクニカルサービス 
上越営業所 
松本営業所 

金 巧 去ち 
をおサービスじン ター 
富山営業巧 
福片含業巧 

含ち屋ま巧 
31) コ□ナテクニカルサービス 
巧営業所 
岐賣舎業巧 
(ホ)コ□ナテクニカルサービス 
津 営業所 
(巧)コ□ナテクニカルけービス 
沼ま営業所 


ホし幌巧白石区平が通1 6 T 自巧1 -1 9 〒〇〇ん0028 

札厮巿白石区ホ里3条 2 T 目 6-25 T 003-0875 

函館巿西ちを町 21-2 〒〇41 -0824 

胤り巿索旭南1条2了宜2-目 〒〇 78-8262 

巧に巿西12条南1 T 目 30- 1 〒 080-0022 

挪お巿巧窗の4蛋17号 〒〇 85-0038 

j ヒ見巿美ちの目-1 -30 テ 090-0064 

奪巧巧ちお 1-12-38 〒〇 30-094 目 

青巧市ち館 1-12-38 〒〇 30-0946 

秋宙巿泉中巧 4 T 目 4-1 8 〒〇1 0-0917 

秋巧巿列化り I 兰卞刈 109-1 〒〇1 0-0802 

八尸巿巧巿 4 T 目 4-7 〒〇3 1-0073 

化前巿田围 1-2-1 デ 036-80 日6 

發陶巿巧 2-1-42 〒〇 20-0823 

留岡巿巧 2-1-42 T 020-0823 

かお市水巧工業母巧4 了 ©79 〒〇 23-0002 

IIU 台市客が野区曰の化の1 -7-32 〒 983-0035 

ftU 台巧畳が野区日の化の 1-7- 31 テ 983-0035 

郡山巿を坦 1-51-9 〒 963- A 033 

郡山巿安巧の荒なさ撫ろ東 30- 1 〒9日 3-01 11 

含まき松巿 P 弓田の想义ま竹な元 85 日- 1 0 〒が真^843 
山お巧東青田3 了目 6-28 で 990-2423 

山お巿東两田3 了目 6-28 于99日-ク423 

酒田巧茹巧 1-183-1 〒998-0103 

まを都が区費巧目- 4-8 于11 4-0003 

東を都;:!ヒ径薑島 8-4-8 テ11 4-0003 

水戸お巧原の 653-2 ^ 3 ^ 0-0852 

モ窠巧な見り眩まお本郷 4-7-2 〒 262-0033 

さいたま市化区き度の 1-332 -目 〒33 1-081 1 

つくば巿谷田部 67 S 8-1 9 -305-0861 

横お巿口塚区原宿 4 T 曰 7-1 3 〒2が-0063 

宿お币戸塚区原宿4 了百 7-1 3 干 245-0063 

立川巿西砂の1 -66-13 〒1 90-0034 

で川市西砂に1 - 目 6-1 3 〒1 90-0034 

山梨県中巨摩郡昭和の西条2491 -2 〒409-3目66 

山梨県中巨な郡昭和の西桑2491 -2 〒409-3866 

届崎市問屋の西1 -3-22 で 370-0007 

育崎市問屋®7西1 -3-22 T 370-0007 

字都客巧巧おの2313 〒321 -0933 

宇都き巧巧顯巧2313 〒32 1-0933 

太田市宮林東の2375 〒373-0825 

=お市®刹 3-2-1 5 〒巧 5-0864 

=を市索新保 3-38 〒お 5-0863 

新爲巿ミ I 南1 -6-41 干 950-0855 

長巧市大夏房日312 干381 -0022 

長巧巧大豆ち日312 で 3 B 1-0022 

新お巿上頁々き迈100 〒 944-0001 

お本ホ语賀大女お7852 干 399-0033 

を巧ホが西巧 BT 1-1-25 〒920-0027 

を巧市巧西巧の 1-1-25 〒目 20-0027 

奋山市史中の 2-3- 15 千 930-0985 

Ji 巧巧巧西東 1-607 〒9 18-8237 

各ち屋市港区;\傷 1-1903 〒455-0803 

をろ屋巿港区入場 1-1 目01 〒455-0803 

静巧巿富が 2-15-30 于 422-8034 

巧夏巧巧を南 2-7-8 〒500 -83 己目 

巧章巿六を南 2-7-8 デ500 -8358 

ま巧离巧屋 3-29-38 干51 4-0819 

津巧高を屋 3-29-38 干51 4-0819 

沼津巿西ぉぉ888-1 〒41 0-0303 


商 

li 

養 

業 

巧 

岡時巿大平町巧添 49 

=r 444-0007 

X 

阪 


ま 

巧 

巧苗市巧を巧 1-8-47 

〒日坛 4-0044 

大阪サービス t ン ター 

吹旧巧南をの 1-8-47 

T 564-0044 

高 

松 

営 

業 

巧 

高松巿今里町1了有 8-5 

〒 760-0078 

京 

都 

営 

業 

巧 

京都 巧 仿見应巧田おノ "1 原の 70-1 

干61 2-8 が4 

返 

を 

営 

業 

巧 

姫を巿飾磨孩お 4-33 

テ 672- 8071 

彦 

很 

ち 

業 

巧 

彦很巧正る寺の南お78 

卞 522-0024 

福 

が山営業 

巧 

福巧山巿席河東の68 

干 620-0061 

に 

ち 


宝 

巧 

広ち巿巧化南区抵園 3-27-20 

千 731-0138 

コ□ナテクニカルサービス 

xm 

に島巧を化巧区巧国 3-27-20 

于731 -01 30 

岡 

山 

営 

業 

茜 

闹山市辰己 35-1 03 

干700 -0976 

米 

ろ 

営 

業 

巧 

米子巿目夕美町 235- 1 

干 683-0035 

穂 

山 

営 

業 

巧 

周南市絕山すーノ巧手日631 -4 

〒7化-0882 

福 

岡 


る 

店 

活岡市模を孩東比恵 2-2-40 

干81 2-0007 

九州〕□け- 

-ビス(株） 

鹿巧巿酒な西の 638- 10 

干8410042 

化 

九か1営第 

巧 

化； L 州巿か唐化区愛若 2-6-4 

〒日 03-0828 

鹿 

巧居営黄 

巧 

鹿ち富市田上 7-16-5 

干 890-0034 

熊 

本 

営 

業 

巧 

熊本巿尾ノ上 1-11-12 

テ 862-09 13 

長 

傾 

営 

業 

巧 

長损県西お件郡時建の左底斌お田 74-1 

テ851 -2106 

客 

晒 

営 

業 

巧 

宮お市な扇 3- 59 - 2 

干 880-0032 

乂 

分 

営 

業 

巧 

大巧巧兰化1 了 白19番 

〒日 70-0 107 

巧 

繰 

営 

業 

巧 

浦流巿大平 392-1 

〒901-2113 


TEL の11 )864— 0440(巧表） 
TEL の1パ 879-2121( げ表） 
TEL く01 38)48— 6070(げ勒 
TE し〇 16 が 37 - 233 〇が表） 
TEL く 0155 )35-751 日げ表 
TEL ミ0154 )24-41 9パげ表） 
TEL ミ〇 157 ) 26 - 21 〇 3 如表） 


TE しの 17) 742— 8255(巧表） 
TE しの 17)743-2971( げ表） 
TEL (018)864-5671 (げ表〉 
TEU 0 1 8)864— 5219(げ表〉 
TEU 0178)24— 5289 くげ表） 
TEL (0172)28-3910( げ新 
TEU 019) 日の-4791(げ表） 
TEL (019)6 日 4—028 U 代表） 
T 巨 UCn 97)22-41 55(代表） 

TEU 日のに 35 —318 U げ表） 
TEL の 22)783— 179 U 巧表） 
TEL (の 4)938 — 2240(巧動 
T 巨しの24)947—4654(け表） 
下£1_(024リ26-3211(げ表） 
TEU 023)642-32 日5(げ表） 
TEU 023)631-7381( げ表） 
TEU 0234)31-0571( けき） 

TEL (03)3927—1151( Kft ) 

TELf03)3911-113iata) 

TE しの 29 ) 241 — 2172 (げ動 
TEU 043)274 — 112バげ表） 
TELf048)651-123ia^a) 
TELto 298)39 —53巧(巧表） 


• し一し - T I 一 1 r b リ V 1- V / 

TEU 043 た74— 112バげ表） 
TEL く ( M 8)6 日 1— 1231(げ表） 
TELto 298)39 —53巧(巧表） 

下 EL く04 5) 目 52— 400扫(げ表） 
TEL いが)巧 2 — 4 802くげまミ 
TEL ミ 042)531 -6771 ミげ表） 
TEL 〇 42 )53 1 — 4 271 くげ表 
TEL ミ0細26目一1567ミげ表5 
TE しか 55) 268- 1568(代表ミ 


TEL く 027)361-4806 が表） 
TEL り275363—8955如表 
TELfe 28)632-5105 如き 
TEL 028)632-5180 
TEL か 276) 38-657 1ミげ表ろ 

TEL (0256)32-21 26(巧表） 
TeL (0256) 32-21 巧扣表^ 
TE しく 0巧) 286 - 9 1 31 巧表5 
TEL か26 221— 5111巧ぉ） 
TEU 026 た21 -2304 が表〉 
TEL (0 2 目目リ 3 — 75 , 1 ミ巧表$ 
TEL (0263)26-0051 ミ巧表） 

TEL く 076)260— 0567 くげ表） 
て巳1_ミ〇 76 ^ 26 〇-0〇 38 ミげ表5 
TELto 765444 — 0567く巧表 J 
TEL か 776)23-0567 ミげ表5 

TEL く0己 2)383- 3330くげ表） 
TEL ミ052う 384-5670( け表ミ 
て£しか54)238-0005む^^表) 
TEL (058)268-7 巧日ミげ表ミ 
TEL 058 276— 9788^げ表 
TEL く059 234—8471ミげ表 
TEL く059 23日-2755如表） 
TEL ミ05日 $968-62 10ミ巧表〉 
TEL か 564)25-027 已ミげ表〉 

T 巨1_く06)638〇-2111(け表） 
TEL (06)6386 - 5670^ 代表 
TEL り 87)835— 171パげ表 
TEL わ？已 )643-2002^ 巧ぉ 
TELm 792)34-2911 如表 
T 巨 L わ 749^24-6239 如表 
TEL わ 773)22-08 27(化表ミ 

T 巨 L (082)871-3310( 代表） 
TEL (082) a 71-331 5 く代表ミ 
TEL 的 86 た 43 - 7 巧 1 くげ表 
TE しミ 0859)33 —81己7くイち表ミ 
TE しか834た2 -556 ペ巧表ミ 

TEL (092)474-5771( 巧表） 
TEL ミ0942 )81-391 5如表ミ 
TEL わ 93)592 — B 目11 くげ表 
T 巨 L ミ 099)281—1 321ミげ表 
T 巨 L ミ 096^367-736 パげ表 
TEL ミ09が882 -77 10ミげ表$ 
TEL ミ 0985)29- 1680くげ表） 
TE しか 97)523-51 6パげ表） 


FAX く011)日 63-3154 
FAX か 1)871-2 000 
FAX か 138)48— 6080 
FAX か166 口 7- 23% 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX の1目 7)2 目一2107 

FAX の 17)742—8275 
FAX (01 7)743— 6741 
FAXC 018)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX (0172)28—0191 
FAX (019)622-5244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX のの) 2：36_8810 
FAX の 22)783—1792 
FAX の 24) の 8—3021 
FAX の 24)946-7 が 1 
FAX の 242)26— 3216 
FAX (023)642-3254 
FAX (023)631-7391 
FAX の 234)31—0581 

FAX (03) 3927-1160 
FAX {03)3927-1130 
FAX (029)241-4268 
FAX か 43 ミ 274-1135 
FAX く 048)651-6370 
FAX (0298)36-1913 

FAX の 4 日) 8 日 2—5540 
FAX り 4 巳 $852-4818 
FAX わ 42)531—0496 
FAX か425531 —6776 
FAX 055)268-1569 
FAXto 55)268-1571 

FAX (027)361-9139 
FAX (027)364-3228 
FAXC 028)632-5205 
FAX 028)610-4607 
FAX わ 276)38 —目 508 


FAX (0256)35-8519 
FAXm 256 j 32-2137 
FAX (025}286-3313 
FAX わ26522卜日 039 
FAX (026)221-1039 
FAX の 255)72 —5 目 9 目 
FAX (0263)25-9961 

FAX (076)260-0775 
FAXC 076)260-0738 
FAX (076)444-0611 
FAX の 776)23 —〇已 80 

FAX (052 J 381-1266 
FAX (052)381-5244 
FAX (054 238-0006 
FAX (058)268-7550 

FAX (059)234-8472 

FAX (055)968-6212 

FAX (0564)25-1726 

FAX (06)6386-7262 
FAX (06)6386-5588 
FAXf 087)835-0160 
FAX ミ 075 ミ 643—0870 
FAXm 792}34-6109 
FAX ! 074が 26-211 坛 
FAX の 773 た 3—7592 

FAX (082)871-3306 

FAX (082)871-0272 

FAX (086)243-7191 

FAX (0859)23-0709 

FAX (0834)22-5589 

FAX (092)474-5775 
FAX (0942)81-3918 
FAX (093)592-8666 
FAXmgg 281-1252 
FAX (096 369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX (0985)25-0685 
FAX (097)523-5162 


〒901-2113 TEL の 98)879-0677 (が表） FAX (098)875-1674 


場場場 
エ了 H 
なお岡 
本巧長 
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